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（１）経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年５月期 29,284 10.0 884 47.3 1,105 40.5 822 55.0

2022年５月期 26,615 － 600 － 786 － 530 －

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2023年５月期 205.86 － 6.1 5.0 3.0

2022年５月期 133.63 － 4.1 3.7 2.3

（参考）持分法投資損益 2023年５月期 －百万円 2022年５月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年５月期 23,213 13,977 60.2 3,494.52

2022年５月期 21,032 12,907 61.4 3,250.05

（参考）自己資本 2023年５月期 13,977百万円 2022年５月期 12,907百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2023年５月期 335 △493 △69 1,917

2022年５月期 926 △77 △91 2,144

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年５月期 － 0.00 － 27.00 27.00 107 20.2 0.8

2023年５月期 － 0.00 － 33.00 33.00 131 16.1 1.0

2024年５月期（予想） － 0.00 － 33.00 33.00 18.3

１．2023年５月期の業績（2022年６月１日～2023年５月31日）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を前事業年度の期首から適用したた

め、上記に係る対前期増減率は記載しておりません。

（２）財政状態

（３）キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

（注）2023年５月期期末配当金の内訳　普通配当　28円00銭　特別配当　5円00銭



（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 15,000 6.4 400 △14.2 530 △7.8 360 △8.0 90.00

通期 30,000 2.4 820 △7.3 1,070 △3.2 720 △12.4 180.01

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年５月期 4,284,500株 2022年５月期 4,284,500株

②  期末自己株式数 2023年５月期 284,658株 2022年５月期 313,158株

③  期中平均株式数 2023年５月期 3,994,795株 2022年５月期 3,969,344株

３．2024年５月期の業績予想（2023年６月１日～2024年５月31日）

 注記事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有

②  ①以外の会計方針の変更              ：無

③  会計上の見積りの変更                ：無

④  修正再表示                          ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ.14「３．財務諸表及び主な注記（５）財務諸表に関する注記事項（会計方針の変

更）」をご覧ください。

（２）発行済株式数（普通株式）

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づい

ており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性がありま

す。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ３「１.経営成績等の概況（4）今後

の見通し」をご覧ください。



１．経営成績等の概況 ……………………………………………………………………………………………………… 2
（１）当期の経営成績の概況 …………………………………………………………………………………………… 2
（２）当期の財政状態の概況 …………………………………………………………………………………………… 2
（３）当期のキャッシュ・フロ－の概況 ……………………………………………………………………………… 3
（４）今後の見通し ……………………………………………………………………………………………………… 3
（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 …………………………………………………………… 4

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 …………………………………………………………………………… 5
３．財務諸表及び主な注記 ………………………………………………………………………………………………… 6

（１）貸借対照表 ………………………………………………………………………………………………………… 6
（２）損益計算書 ………………………………………………………………………………………………………… 8
（３）株主資本等変動計算書 …………………………………………………………………………………………… 10
（４）キャッシュ・フロー計算書 ……………………………………………………………………………………… 12
（５）財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………………………………… 13

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 13
（重要な会計方針） ………………………………………………………………………………………………… 13
（会計方針の変更） ………………………………………………………………………………………………… 14
（持分法損益等） …………………………………………………………………………………………………… 14
（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………………………… 14
（１株当たり情報） ………………………………………………………………………………………………… 16
（重要な後発事象） ………………………………………………………………………………………………… 16

○添付資料の目次

- 1 -

㈱オータケ(7434)
2023年５月期　決算短信



１．経営成績等の概況

(1)当期の経営成績の概況

     当事業年度における我が国経済は、インフレが継続する中、新型コロナウイルスに関わる制限緩和や幅広い業種

での賃上げ実施により個人消費が徐々に拡大するとともに、企業の設備投資は増加に転じました。また、ウクライ

ナ紛争は長期化すると考えられるものの、コロナ禍で深刻化したグローバルサプライチェーンの混乱は概ね改善、

中国のゼロコロナ政策解除など経済活動の正常化による景気回復が続きました。一方で、世界的な利上げは一巡し

たものの、米国の景気は金融引き締めの累積的な効果による下押し圧力により後退しつつあり、また国内における

インフレは鎮静化後も当面は続くとみられることから、景気の回復は緩やかなものにとどまると考えられます。

     当管材業界におきましても、インフレによる価格転嫁が進む中、消費拡大を要因とした需要増加による製品価格

の値上げや円安に伴う原材料価格の上昇が続くことが予想されます。また、ガソリン価格の高止まりや物流業界に

おける２０２４年問題への対応による運送費の増加、経済活動再開後の慢性的な人手不足による人件費の増加は企

業収益の押し下げ要因となっており、当社を取り巻く事業環境は引き続き予断を許さない状況にあります。

     このような状況の下、当社は前事業年度に経営理念を刷新するとともに「３カ年事業戦略中期経営計画」を策

定、そのビジョンとして掲げた３つの事業戦略を推進してまいりました。

経営理念

社員の成長と幸せを追求し、永続かつ発展的に企業価値を高め、より良い社会環境創りに貢献します

３カ年事業戦略中期経営計画　ビジョン

「中部圏強化」 「首都圏地盤固め」 「働き方改革　生産性重視」

     中部圏強化により主力商品の売上を拡大し安定的な利益を確保するとともに、首都圏地盤固めにより各拠点にお

ける営業基盤を整備し営業力を強化することで、収益の確保と一層の売上拡大を図ってまいります。また、働き方

改革　生産性重視の取組として、デジタルトランスフォーメーションによる業務合理化を推進、ロジスティクス改

革、ＥＣ拡大、社員教育の充実や優秀な人材採用等を進めてまいります。

     今後も「３カ年事業戦略中期経営計画」の実現を目指していくとともに、更なる企業価値の向上に取り組んでま

いります。

     この結果、当事業年度における売上高は292億84百万円（前期比10.0%増）となり、利益面につきましては、営業

利益８億84百万円（前期比47.3%増）、経常利益は11億５百万円（前期比40.5%増）、当期純利益は８億22百万円

（前期比55.0%増）となりました。

(2)当期の財政状態の概況

     当事業年度末の資産につきましては、流動資産合計が160億64百万円となり、前事業年度と比較して13億36百万円

増加しました。これは主に受取手形が３億75百万円、現金及び預金が２億26百万円減少しましたが、電子記録債権

が10億34百万円、売掛金が５億19百万円、商品が２億84百万円増加したこと等によります。

     固定資産合計は、前事業年度と比較して８億45百万円増加し、71億49百万円となりました。これは主に建物が42

百万円減少しましたが、投資有価証券が５億86百万円、土地が２億72百万円増加したこと等によります。

     以上の結果、当事業年度末の資産合計は、前事業年度と比較して21億81百万円増加し、232億13百万円となりまし

た。

     負債につきましては、流動負債合計が80億85百万円となり、前事業年度と比較して９億70百万円増加しました。

これは主に電子記録債務７億19百万円、買掛金が２億50百万円増加したこと等によります。

     固定負債合計は、前事業年度と比較して１億41百万円増加し、11億50百万円となりました。これは主に繰延税金

負債が１億36百万円増加したこと等によります。

     以上の結果、当事業年度末の負債合計は、前事業年度と比較して11億11百万円増加し、92億36百万円となりまし

た。

     純資産につきましては、当事業年度末の純資産合計は139億77百万円となり、前事業年度と比較して10億70百万円

増加しました。これは主に利益剰余金が７億12百万円増加したこと等によります。
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 （参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

第67期

2019年５月期

第68期

2020年５月期

第69期

2021年５月期

第70期

2022年５月期

第71期

2023年５月期

自己資本比率 (%) 62.5 62.7 63.3 61.4 60.2

時価ベースの自己資本比率 (%) 37.1 32.3 32.0 29.7 28.5

 キャッシュ・フロー

対有利子負債比率
(%) ― ― ― ― ―

 インタレスト・カバレッジ・レシオ (倍) 319.4 101.4 △586.4 636.8 595.1

(3)当期のキャッシュ・フローの概況

     当事業年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動により資金を３億35百万円獲得

（前期は９億26百万円の獲得）し、投資活動により４億93百万円使用（前期は77百万円の使用）し、財務活動によ

り69百万円資金を使用（前期は91百万円の使用）したことにより、２億26百万円減少し、19億17百万円となりまし

た。

     当事業年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

  営業活動の結果獲得した資金は３億35百万円となりました。これは主に法人税等の支払いが３億44百万円あった

ことや売上債権の増加が11億78百万円、棚卸資産の増加が２億84百万円ありましたが、税引前当期純利益を11億28

百万円計上し、仕入債務の増加が９億70百万円、減価償却費が１億13百万円あったこと等によります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

  投資活動の結果使用した資金は４億93百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出が３億41

百万円あったことや投資有価証券の取得による支出が１億58百万円あったこと等によります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

  財務活動の結果使用した資金は69百万円となりました。これは配当金の支出が１億７百万円あったことや自己株

式の処分による収入が37百万円あったことによります。

　　　自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額 ／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注１）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

（注２）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

（注３）有利子負債は貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としておりま

す。

(4)今後の見通し

     今後の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症の感染症５類移行による制限緩和で需要拡大が続くと

考えられ、企業収益を取り巻く環境は経済活動正常化の前提では景気は比較的緩やかに回復するものと考えられま

す。一方で、ウクライナ紛争の長期化、中国のゼロコロナ政策解除後の景気回復の遅れ、米国の景気後退懸念等に

より、景気の先行きは引き続き不透明な状況で推移するものと思われます。また、物流費・人件費等が依然として

上昇し続けており、当社を取り巻く収益環境は引き続き厳しい状況でありますが、需要拡大に伴うインフレは当面

継続すると考えられます。

     このような環境下において、当社は「３カ年事業戦略中期経営計画」の実現により、事業基盤の整備及び更なる

企業価値の向上に取組んでまいります。

     次期業績見通しといたしましては売上高300億円、営業利益８億20百万円、経常利益10億70百万円、当期純利益７

億20百万円を見込んでおります。
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(5)利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

     当社は、株主に対する利益還元を継続的に大きくし続けることが経営の最重要課題として位置づけるとともに経

営ビジョン「未来に向かって共に進む」の下、サステナブルな社会の実現に貢献していくことで企業価値を向上

し、当社株式の市場価値を高めてまいります。また、経営の効率化を図りながら、安定的な配当を維持継続してい

くことを目標とし、併せて企業体質の強化及び今後の事業展開に備えるための内部留保の充実を考慮しつつ、利益

水準をより反映した適正な配当水準の維持向上に努めることを基本方針といたします。

     なお、当期の配当金は上記利益配分に関する基本方針と株主の皆様へ業績に応じた利益還元のため、１株当たり

前期実績に比べ６円の増配を実施することとし、１株当たり33円（普通配当28円、特別配当５円）とさせていただ

く予定であります。

     次期の配当金につきましては、１株当たり年間33円とさせていただく予定であります。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社は、海外での事業展開や資金調達を行っておりませんので、日本基準に基づき財務諸表を作成しております。

- 5 -

㈱オータケ(7434)
2023年５月期　決算短信



(単位：千円)

前事業年度
(2022年５月31日)

当事業年度
(2023年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,144,793 1,917,864

受取手形 2,482,429 2,106,993

電子記録債権 3,411,277 4,445,692

売掛金 4,128,055 4,648,040

商品 2,498,019 2,782,321

前渡金 - 70,070

前払費用 30,985 47,127

未収入金 38,214 45,107

その他 1,271 1,947

貸倒引当金 △6,840 △787

流動資産合計 14,728,206 16,064,376

固定資産

有形固定資産

建物 2,613,377 2,627,607

減価償却累計額 △1,591,934 △1,648,595

建物（純額） 1,021,442 979,011

構築物 162,591 174,499

減価償却累計額 △148,892 △150,842

構築物（純額） 13,698 23,657

機械及び装置 103,222 104,292

減価償却累計額 △84,290 △88,197

機械及び装置（純額） 18,931 16,094

車両運搬具 76,829 76,518

減価償却累計額 △70,181 △72,577

車両運搬具（純額） 6,647 3,941

工具、器具及び備品 212,728 236,349

減価償却累計額 △167,789 △179,725

工具、器具及び備品（純額） 44,939 56,623

土地 3,214,584 3,487,210

建設仮勘定 - 10,330

有形固定資産合計 4,320,244 4,576,869

無形固定資産

ソフトウエア 64,156 67,866

電話加入権 1,627 1,627

無形固定資産合計 65,784 69,494

投資その他の資産

投資有価証券 1,758,112 2,344,527

関係会社株式 23,000 23,000

出資金 310 310

破産更生債権等 10,909 5,466

長期前払費用 13,174 8,904

その他 116,612 125,176

貸倒引当金 △4,155 △4,140

投資その他の資産合計 1,917,964 2,503,244

固定資産合計 6,303,992 7,149,607

資産合計 21,032,199 23,213,983

３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表
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(単位：千円)

前事業年度
(2022年５月31日)

当事業年度
(2023年５月31日)

負債の部

流動負債

電子記録債務 4,510,535 5,230,525

買掛金 1,918,620 2,169,396

未払金 102,953 132,356

未払費用 95,240 68,402

未払法人税等 209,703 171,334

未払消費税等 82,762 77,558

前受金 602 87

預り金 15,345 19,240

前受収益 1,100 5,830

賞与引当金 178,718 211,242

その他 144 -

流動負債合計 7,115,726 8,085,974

固定負債

繰延税金負債 118,793 255,440

再評価に係る繰延税金負債 113,962 113,962

退職給付引当金 695,636 684,321

資産除去債務 39,492 39,720

その他 41,544 57,022

固定負債合計 1,009,427 1,150,467

負債合計 8,125,153 9,236,442

純資産の部

株主資本

資本金 1,312,207 1,312,207

資本剰余金

資本準備金 1,315,697 1,315,697

資本剰余金合計 1,315,697 1,315,697

利益剰余金

利益準備金 313,051 313,051

その他利益剰余金

圧縮積立金 431,275 431,104

別途積立金 5,000,000 5,000,000

繰越利益剰余金 4,694,566 5,407,729

利益剰余金合計 10,438,893 11,151,885

自己株式 △541,527 △492,251

株主資本合計 12,525,270 13,287,539

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 613,258 921,485

土地再評価差額金 △231,483 △231,483

評価・換算差額等合計 381,775 690,002

純資産合計 12,907,045 13,977,541

負債純資産合計 21,032,199 23,213,983
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(単位：千円)

前事業年度
(自　2021年６月１日
　至　2022年５月31日)

当事業年度
(自　2022年６月１日

　至　2023年５月31日)

売上高 26,615,102 29,284,435

売上原価

商品期首棚卸高 2,238,377 2,498,019

当期商品仕入高 23,242,333 25,489,326

合計 25,480,711 27,987,345

商品期末棚卸高 2,498,019 2,782,321

商品売上原価 22,982,691 25,205,024

売上総利益 3,632,411 4,079,410

販売費及び一般管理費

運送費 522,839 529,721

広告宣伝費 5,389 6,969

貸倒引当金繰入額 282 △6,053

役員報酬 77,149 90,851

従業員給料及び手当 1,192,931 1,284,835

賞与引当金繰入額 178,718 211,242

退職給付費用 58,570 61,205

法定福利費 225,245 249,879

福利厚生費 52,873 12,639

旅費及び交通費 60,764 70,971

通信費 48,777 46,289

交際費 16,242 21,208

減価償却費 119,871 113,921

賃借料 69,328 89,717

保険料 16,807 18,336

車輌リース料 23,635 23,447

修繕費 25,891 23,745

水道光熱費 20,849 24,956

消耗品費 44,668 49,705

租税公課 85,823 90,956

支払手数料 59,819 53,851

電算機費 57,216 78,130

その他 68,121 48,447

販売費及び一般管理費合計 3,031,817 3,194,977

営業利益 600,594 884,433

（２）損益計算書
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(単位：千円)

前事業年度
(自　2021年６月１日
　至　2022年５月31日)

当事業年度
(自　2022年６月１日

　至　2023年５月31日)

営業外収益

受取利息 1 863

受取配当金 49,254 67,685

仕入割引 101,342 109,719

不動産賃貸料 37,045 37,289

その他 7,289 13,971

営業外収益合計 194,932 229,529

営業外費用

支払利息 1,454 564

不動産賃貸費用 5,433 6,406

その他 1,967 1,505

営業外費用合計 8,854 8,476

経常利益 786,671 1,105,486

特別利益

投資有価証券売却益 - 23,325

特別利益合計 - 23,325

税引前当期純利益 786,671 1,128,812

法人税、住民税及び事業税 297,281 304,280

法人税等調整額 △41,025 2,178

法人税等合計 256,255 306,458

当期純利益 530,416 822,353
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(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本

剰余金
資本剰余金

合計
利益
準備金

その他利益剰余金
利益剰余
金合計圧縮

積立金
特別償却
準備金

別途積立金
繰越利益
剰余金

当 期 首 残 高 1,312,207 1,315,697 - 1,315,697 313,051 431,491 318 5,000,000 4,255,951 10,000,812

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △91,223 △91,223

当 期 純 利 益 530,416 530,416

譲 渡 制 限 付
株 式 報 酬

△1,111 △1,111

自己株式処分差損
の 振 替

1,111 1,111 △1,111 △1,111

圧 縮 積 立 金 の
取 崩

△215 215 -

特別償却準備金の
取 崩

△318 318 -

株主資本以外の項
目の当期変動額
（ 純 額 ）

当期変動額合計 - - - - - △215 △318 - 438,615 438,080

当 期 末 残 高 1,312,207 1,315,697 - 1,315,697 313,051 431,275 - 5,000,000 4,694,566 10,438,893

株主資本 評価・換算差額等
純資産合計

自己株式
株主資本

合計
その他有価証券

評価差額金
土地再評価

差額金
評価・換算
差額等合計

当 期 首 残 高 △550,345 12,078,371 654,525 △231,483 423,042 12,501,413

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △91,223 △91,223

当 期 純 利 益 530,416 530,416

譲 渡 制 限 付
株 式 報 酬

8,817 7,706 7,706

自己株式処分差損
の 振 替

- -

圧縮積立金の取崩 - -

特別償却準備金の
取 崩

- -

株主資本以外の項
目の当期変動額
（ 純 額 ）

△41,267 - △41,267 △41,267

当期変動額合計 8,817 446,898 △41,267 - △41,267 405,631

当 期 末 残 高 △541,527 12,525,270 613,258 △231,483 381,775 12,907,045

（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自 2021年６月１日　至 2022年５月31日）
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(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本

剰余金
資本剰余金

合計
利益
準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計圧縮
積立金

別途積立金
繰越利益
剰余金

当 期 首 残 高 1,312,207 1,315,697 - 1,315,697 313,051 431,275 5,000,000 4,694,566 10,438,893

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △107,226 △107,226

当 期 純 利 益 822,353 822,353

譲 渡 制 限 付
株 式 報 酬

△1,032 △1,032

自己株式の処分 △1,102 △1,102

自己株式処分差損
の 振 替

2,134 2,134 △2,134 △2,134

圧縮積立金の取崩 △171 171 -

株主資本以外の項
目の当期変動額
（ 純 額 ）

当期変動額合計 - - - - - △171 - 713,163 712,992

当 期 末 残 高 1,312,207 1,315,697 - 1,315,697 313,051 431,104 5,000,000 5,407,729 11,151,885

株主資本 評価・換算差額等
純資産合計

自己株式
株主資本

合計
その他有価証券

評価差額金
土地再評価

差額金
評価・換算
差額等合計

当 期 首 残 高 △541,527 12,525,270 613,258 △231,483 381,775 12,907,045

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △107,226 △107,226

当 期 純 利 益 822,353 822,353

譲 渡 制 限 付
株 式 報 酬

10,374 9,342 9,342

自己株式の処分 38,902 37,800 37,800

自己株式処分差損
の 振 替

- -

圧縮積立金の取崩 - -

株主資本以外の項
目の当期変動額
（ 純 額 ）

308,227 - 308,227 308,227 

当期変動額合計 49,276 762,268 308,227 - 308,227 1,070,496

当 期 末 残 高 △492,251 13,287,539 921,485 △231,483 690,002 13,977,541

当事業年度（自 2022年６月１日　至 2023年５月31日）
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(単位：千円)

前事業年度
(自　2021年６月１日
　至　2022年５月31日)

当事業年度
(自　2022年６月１日

　至　2023年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 786,671 1,128,812

減価償却費 120,003 113,823

貸倒引当金の増減額（△は減少） 112 △6,068

賞与引当金の増減額（△は減少） 36,890 32,524

退職給付引当金の増減額（△は減少） 34,204 △11,315

受取利息及び受取配当金 △49,256 △68,548

支払利息 1,454 564

投資有価証券売却損益（△は益） - △23,325

有形固定資産除売却損益（△は益） 384 △419

売上債権の増減額（△は増加） △396,751 △1,178,964

棚卸資産の増減額（△は増加） △259,642 △284,301

仕入債務の増減額（△は減少） 739,413 970,766

未払金の増減額（△は減少） 4,559 18,758

その他 101,944 △79,643

小計 1,119,989 612,663

利息及び配当金の受取額 49,256 68,029

利息の支払額 △1,454 △564

法人税等の支払額 △241,427 △344,196

営業活動によるキャッシュ・フロー 926,363 335,931

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △34,479 △341,672

有形固定資産の売却による収入 373 419

会員権の取得による支出 - △9,595

無形固定資産の取得による支出 △17,135 △22,032

投資有価証券の取得による支出 △26,752 △158,428

投資有価証券の売却による収入 - 37,875

投資活動によるキャッシュ・フロー △77,993 △493,433

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △91,223 △107,226

自己株式の処分による収入 - 37,800

財務活動によるキャッシュ・フロー △91,223 △69,426

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 757,146 △226,929

現金及び現金同等物の期首残高 1,387,646 2,144,793

現金及び現金同等物の期末残高 2,144,793 1,917,864

（４）キャッシュ・フロー計算書
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（５）財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　　該当事項はありません。

建物 ８年～50年

（重要な会計方針）

１　有価証券の評価基準及び評価方法

(1) 満期保有目的の債券

  　償却原価法(定額法)を採用しております。

(2) 子会社株式

　移動平均法による原価法を採用しております。

(3) その他有価証券

　市場価格のない株式等以外のもの

　時価法(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定)を採用しており

ます。

　市場価格のない株式等

移動平均法による原価法を採用しております。

なお、投資事業有限責任組合等への出資については、最近の決算書を基礎とし、持分相当額を純額で取

り込む方法によっております。

２　棚卸資産の評価基準及び評価方法

商品

総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）を採用して

おります。

３　固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産

　　定率法によっております。

　　　ただし、1998年４月１日以降に取得した建物(建物附属設備は除く)及び2016年４月１日以降に取得した

建物附属設備並びに構築物については、定額法を採用しております。

　　　主な耐用年数

(2) 無形固定資産

　定額法によっております。

　なお、自社利用のソフトウエアについては社内における利用可能期間（５年）に基づいております。

４　引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(2) 賞与引当金

　従業員の賞与支給に備えるため、賞与支給見込額のうち当事業年度に負担すべき額を計上しております。

(3) 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務(簡便法)に基づき計上しておりま

す。

５　収益及び費用の計上基準

当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を充

足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。
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当社は、顧客に対し、商品を引渡す履行義務を負っており、商品を顧客に引渡した時に支配が移転され履行

義務は充足されることから、引渡し時点で収益を認識しております。ただし、「収益認識に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第30号　2021年３月26日）第98項の代替的な取扱いを適用し、出荷時から

当該商品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である取引については、出荷時に収益を認識し

ております。なお、顧客への商品の提供における当社の役割が代理人に該当する取引については、顧客から受

け取る額から商品の仕入先に支払う額を控除した純額で収益を認識しております。

６　キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ価値の変動について僅少なリスクしか

負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

（会計方針の変更）

時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に定め

る経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用すること

といたしました。これによる当事業年度に係る財務諸表への影響はありません。

（持分法損益等）

前事業年度（自　2021年６月１日　至　2022年５月31日）及び当事業年度（自　2022年６月１日　至　2023年

５月31日）

　当社は関連会社がないため、記載を省略しております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前事業年度（自　2021年６月１日　至　2022年５月31日）及び当事業年度（自　2022年６月１日　至　2023年

５月31日）

当社は、管工機材卸売業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

【関連情報】

前事業年度（自　2021年６月１日　至　2022年５月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

単一の製品の外部顧客への売上高が損益計算書の90％を超えるため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

本邦の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2）有形固定資産

本邦以外に所有している有形固定資産はないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

損益計算書の売上高の10％以上を占める外部顧客がないため、記載を省略しております。

当事業年度（自　2022年６月１日　至　2023年５月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

単一の製品の外部顧客への売上高が損益計算書の90％を超えるため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

本邦の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。
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(2）有形固定資産

本邦以外に所有している有形固定資産はないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

損益計算書の売上高の10％以上を占める外部顧客がないため、記載を省略しております。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

　該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

　該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

　　該当事項はありません。

- 15 -

㈱オータケ(7434)
2023年５月期　決算短信



前事業年度
（自　2021年６月１日

至　2022年５月31日）

当事業年度
（自　2022年６月１日

至　2023年５月31日）

１株当たり純資産額 3,250円05銭 3,494円52銭

１株当たり当期純利益金額 133円63銭 205円86銭

前事業年度
（2022年５月31日）

当事業年度
（2023年５月31日）

純資産の部の合計額（千円） 12,907,045 13,977,541

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） ― ―

普通株式に係る期末の純資産額（千円） 12,907,045 13,977,541

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普

通株式の数（千株）
3,971 3,999

前事業年度
（自　2021年６月１日

至　2022年５月31日）

当事業年度
（自　2022年６月１日

至　2023年５月31日）

当期純利益金額（千円） 530,416 822,353

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る当期純利益金額（千円） 530,416 822,353

期中平均株式数（千株） 3,969 3,994

（１株当たり情報）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

３．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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